
   　 環境経営レポート

2020年度版

　    　　　期間　2022年 8月1日～2023年 7月31日

　　株式会社　イタミエコテック

　   2023年　11月　15日
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１） 事業所名及び代表者氏名 株式会社　イタミエコテック

代表取締役　伊丹　正直

２） 登録対象範囲 ①対象事業所 本　　社　 　：〒299-5205　千葉県勝浦市杉戸６３９－１

電話：047-77-0041

中間処理場：〒299-5205　千葉県勝浦市杉戸字向小谷　　　　

640番8、640番9　

いすみヤード：〒298-0134 千葉県いすみ市行川322-1   

電話：0470-80-5566

②事業活動 産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処理業、

 古物・金属くず取扱業、解体工事業、とび・土工工事業

    (いすみヤードの全景)

３） 環境管理責任者氏名 ・環境管理責任者　伊丹　正直

　 　及び連絡先 ・連絡先　　TEL：　0470-77-0041　　FAX：　0470-77-1717

４） 事業の概要 ・法人設立：　昭和60年4月

・資本金 　：　1000万円

・年間売上高： 　1,334 百万円 (2022年度：2022年8月～2023年7月)

・従業員数   ：　15名

5)組 織 図 (2022年8月1日現在)

は役割と責任を示す

役員　　4名

(兼務2名) ・環境管理責任者の指名

・環境関係文書・記録の作成、管理

いすみヤード

2名 3名                                                (収集、解体と兼務) 4名 　　4名

・運用実績の代表者への報告

・環境システムの構築と運用責任

[１]事業活動の概要

代表者

代表取締役　伊丹　正直

・環境方針の策定及び周知

・取組状況の評価、見直し、指示

本社・工場

金属再資源
化担当

環境管理責任者

伊丹正直

・環境目標、環境活動計画の策定

事務担当 収集運搬 解体工事担当 古物・金属

・事務、経理業務

・契約書管理

・マニフェスト管理

・実施状況確認記録

・収集運搬、処理

業務

・実施状況確認記

録

・建築解体業務

・実施状況確認記

録

・古物回収処理業務

・金属再資源化業務

・実施状況確認記録

・古物回収処理

業務

・金属際再資源
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燃え殻

汚泥

廃油

廃プラ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残渣

金属くず

ガラスくず、コン
クリートくず及び
陶磁器くず

ガレキ類

動物のふん尿

燃え殻

汚泥

廃油

廃プラ

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残渣

金属くず

ガラスくず、コンク
リートくず及び陶磁

器くず

ガレキ類

６)許 可 の 内 容

事業区分 収集・運搬(*1) 収集・運搬(*1) 収集・運搬(*1)

○

○ ○ ○

許可年月日 平成30年2月27日 令和5年8月8日 令和5年7月4日

許可の有効期限 令和7年1月23日 令和12年6月12日 令和12年7月3日

優良認定 優良認定 優良認定

a）産業廃棄物収集運搬業の許可

千葉県 神奈川県 東京都

許可番号 第01200036680号 第01403036680号 第13-00-036680号

○ ○

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

○ ○(石綿含有産業廃棄物を含む) ○(石綿含有産業廃棄物を含む)

○ ○ ○

○(水銀使用製品産業廃棄物を含み、
等破砕物は除く) ○ ○

○

○ ○ ○

○(石綿含有産業廃棄物及び水銀使
用製品産業廃棄物を含み、自動車等
破砕物は除く)

○(石綿含有産業廃棄物を含む) ○

○ ○ ○

優良認定 優良認定

事業区分 収集・運搬(*1) 収集・運搬(*1)

許可年月日 平成28年9月20日 令和5年8月6日

○

（これらのうち特別管理産業廃棄
物であるものを除く）

取扱う産業廃棄物は、特別管理産業
廃棄物であるものを除く

茨城県 埼玉県

許可番号 第00801036680号 第01100036680号

産業廃棄物の
種類

○ ○

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁
器くず(石綿含有産業廃棄物及び水銀
使用製品産業廃棄物を含み、自動車
等破砕物は除く)

(石綿含有産業廃棄物を含む)

○ ○

○

許可の有効期限 令和5年8月2日(更新手続中) 令和12年8月4日

産業廃棄物の
種類

ー ー

ー ー

ー ー

○ ○

ー ー

○(自動車等破砕物を除く) ○

○(自動車等破砕物を除き、石綿含有
産業廃棄物を含む)

○*(石綿含有産業廃棄物は、廃プリント
配線板(鉛を含むはんだが使用されてい
るものに限る。)及び廃容器包装(有害物
質又は有機性の物質が混入し、又は付
着した個体状又は液体状の物の容器又
は包装であって不要となったもの。以下
同じ)を除く。)

○ ○

○ ○

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁
器くず(自動車等破砕物を除き、石綿
含有産業廃棄物を含む)

ガラスくず・コンクリートくず(がれき類を
除く)及び陶磁器くず(石綿含有産業廃棄
物は、廃ブラウン管(側面部に限る。)、廃
石膏ボード及び廃容器包装を除く。)

○(石綿含有産業廃棄物を含む) ○*

○*  は石綿含有廃棄物を含む

*1  積替・保管を除く
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許可番号 千葉県　　　第1220036680号　　優良認定

事業の区分 圧縮及び圧縮・破砕による中間処理

許可年月日

許可の有効期限

１）圧縮による中間処理に係るもの

産業廃棄物の種類  　　   廃プラスチック類、　金属くず、　木くず　

２）圧縮・破砕による中間処理に係るもの

  　　  ガラスくず、　コンクリートくず及び陶磁器くず
  （これらのうち、石綿含有産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く)

施設の種類 圧縮施設 処理能力 1基

保管量 １９㎡ １９㎥ 1基

保管施設
〃 １５㎡ １５㎥ 1基

〃 １５㎡ １５㎥ 1基

〃 １５㎡ １５㎥ 1基

再利用金属くず 〃 ６．８㎡ ８．０㎥ コンテナ1基

処理後の 再利用廃プラスチック 〃 ６．８㎡ ８．０㎥ コンテナ1基

〃 ６．８㎡ ８．０㎥ コンテナ1基

保管施設 〃 １８．４㎡ ３３．０㎥ コンテナ1基

残渣物 〃 ６．８㎡ ８．０㎥ コンテナ1基

設置場所　千葉県勝浦市杉戸字向小谷640番8、640番9

許可を受けた産業廃棄物について、事業者から運搬・処分の委託を受けた場合は、廃棄物の処理及び清掃に

関する法律に基づく契約を締結し、排出事業者からマニフェストの交付を受け、自社の中間処理施設に運搬し

適正に処分します。なお、他社からの搬入産業廃棄物の処理も行います。

許可番号 千葉県知事　　許可（般－1）　第42270号

許可年月日

許可の有効期限

建設業の種類 とび・土工工事業　　　解体工事業

 e）廃棄物再生事業者の登録

千葉県

登録番号 第152号

登録年月日

金属くずの再生業、廃プラスチック類の再生業

廃プラスチック類、金属くず、木くず、
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁
器くず
21.6t/日　(2.7t/h×8h)

金属くず

廃プラスチック類

ガラスくず、コンクリートくず及び
陶磁器くず

木くず

再利用木くず

　c）事業計画の概要

　d）建設業の許可

令和2年3月15日

b） 産業廃棄物処分業の許可

平成30年11月13日

令和7年10月8日

令和7年3月14日

平成21年4月9日

廃棄物の再生に係る事業の
内容

再生施設 圧縮機
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 f)施設等の状況

➀ 本社・工場

台数      産廃の種類、設備の内訳

写真①

写真②

3台 4.5t-1台、3.5t-1台、2t-1台

10台

1台 2t-1台

５台 4t-3台、8t-1台、3t-1台

４台 4t-1台、2t-1台、15t-1台、8t-1台

２台 15t-2台

1台 0.35t-1台

４台 ー

1台 ー

*1 産廃収集運搬業登録運搬車両の台数は15台。(詳細は「さんぱいくん」を参照下さい)

➁ いすみヤード

台数

4台 2.8トン-3台、 2.0トン-1台

1台 3.5t-1台

4台 0.1㎥-1台、0.2㎥-2台、0.45㎥-1台

PC210(処理場、解体現場に各1台配備)

SK30UR  解体工事用に新たに導入しました。

狭い場所でも迅速な作業が可能になりました。

設　　　備 名称、能力等

クレーン 天井クレーン

フォークリフト

ショベル
重機

設備の内訳

①切断処理機 ②プレス処理機

PC138(処理場、解体現場に各1台配備)

切断処理機
（産業廃棄物処理対象外施設）

　　　ギロチン　63t/日
(7.9t×8h)

1台 金属類

プレス処理機
（産業廃棄物処理対象施設）

　　　プレス　21.6/日
(2.7t/h×8h)

1台
廃プラスチック類、金属くず、木くず、ガラスくず、
コンクリートくず及び陶磁器くず

設　　　備 名称、能力等

クレーン車

トラック車

軽トラ

乗用車

  台  貫 50t

重　機　

フォークリフト

ショベル
0.7㎥-2台、0.45㎥-3台、0.9㎥-1台
0.25㎥-1台、0.2㎥-1台、0.1㎥-2台

収集運搬、
土木・解体工事車両*1

ダンプ車

コンテナ車
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g)処理工程図

　　➀産業廃棄物
金　属 再資源

産業廃棄物

選　別 プレス プラスチック 再資源

解体工事

手選別 木くず 燃料等

最終処分

②金属有価物 手選別

有価物 選　別 ギロチン 金　属 再資源

プレス

有価物 選　別(目視) 手選別 金　属 再資源

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売上高 百万円 505 595 671 1,344

仕入高 百万円 205 283 340 1,003

社　員 人 19 17 18 16

本社事務所 100 100 100 100

いすみヤード ― ― ― 1,308

本社・工場 8,600 8,600 8,600 8,600

いすみヤード ― ― ― 2,690

産業廃棄物収集運搬量 t 1,702 1,221 1,209 964

産業廃棄物処理量 t 1,631 1,181 1,273 1,099

金属類(有価物）処理量 t 2,892 2,536 3,513 3,142

二酸化炭素排出量 *2 t-CO2 196 211 292 251

工事金額 百万円 126 50 61 64

工事件数 件 79 36 43 42

　　　　　　　　*2　電力のCO2排出係数は2019～2021はウエスト電力の0.407kg-CO2/kWh(H30年度 調整後移出係数を使用)

　　2022年度は東京電力エナジーパートナー㈱の0.443kg-CO2/kWh(R2年度調整後)を使用。

2022年は収集量・処理量・有価物とも前年より減少。 2022年度の二酸化炭素排出量は2021年度実績から

有価金属の量が増加しました。 83%と減少しました。原単位は115%と大幅に増加しました。

二酸化炭素排出量は軽油使用が90％を占め、
続いて電力が約6％とガソリンが4％と続いています。

節電と収集運搬車及び重機のエコドライブが重要な

取り組みとなります。

ガラス・陶磁器く
ず、廃プラ等

h)事業規模と処理実績

項目

建物床面積

敷地面積

㎡

㎡

(トン、万円)

0

50

100

150

200

250

300

350

2016実績 2017実績 2018実績 2019実績 2020実績 2021実績 2022実績

図2.  二酸化炭素排出量と原単位の推移

t-CO2 kg-CO2/t(収集量+有価物量+処理量)

単位 t-CO2

原単位kg-CO2/t

軽油90.6%

電力…

ガソリン 3.7%
LPG…

図3.2022年度CO2排出量の割合
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売上高 百万円 仕入高 百万円 収集量 t 処理量 t 金属有価物t

図1. 業績の推移

2019実績 2020実績 2021実績 2022実績

単位 t、百万円

本社・工場

いすみヤード
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＜基本理念＞

＜行動方針＞

　　　①二酸化炭素排出量の削減

　　　　　・処理設備・照明の適正管理により電気使用量の削減に努めます。

　　　　　・収集した廃プラスチックや金属スクラップ及び解体工事で発生した建設廃材の分別を徹底し

　　　　　・自社一般廃棄物の削減に努めます。

　　 ③地下水使用量の削減に努めます。

　　 ④その他の取組

　　 　　・グリーン購入に努めます。

　　 　　・製品及びサービスへの環境配慮は、解体工事時の苦情ゼロを継続します。

制定　2008年10月21日

改定　2020年  8月  1日

株式会社　イタミエコテック

[２] 環　 境　 経　 営　 方　 針

　　　大量生産・大量消費の工業化社会となり、これとともに廃棄物の多様化が進みました。

　　資源の枯渇への対応が人類共通の重要課題であるとの認識に立ち、課題とチャンスを踏まえ、再生事業を

　　推進することにより廃棄物を再生資源として利用できるよう、循環型社会の形成に積極的に取り組んでいき

　　ます。

　　「地球環境への負荷低減」を当社のスローガンとして、環境への取組はリサイクルによる資源の再資源化、

　　　　　・重機、収集運搬車両のアイドリングストップ等の推進により軽油使用量の削減に努めます。

　　 ②廃棄物の削減

　　　　　　最終処分量の削減に努めます。

　　  使用量の削減等を目標に掲げ、環境保全に配慮するため次に示す環境負荷低減活動に努めます。

　　１）当社は産業廃棄物処理、リサイクル事業に於いて、環境マネジメントシステムを活用し、環境保全活動

　　　　の継続的改善を図ります。

　　２）環境関連法規制等の要求事項を遵守します。

　　３）従業員に環境方針を周知させるとともに、環境活動レポートを作成し公表します。

　　４）事業活動の中で特に以下の項目について低減・改善活動を推進します。
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 [３] 環境経営目標と環境経営計画
　2022年度は以下の中期活動計画に基づき活動を実施する予定でした。

しかし、2021年度の実績が当初計画から乖離したことから次の[4]で示した環境経営目標に改定して取り組みました。

基準値

環境方針 単位 2019年 2020年 2021年 2022年

電気使用量の
削減

ｋWｈ 32,244 31,922 29,977 31,277

32,006 31,686 31,366 31,046

32,207 31,885 31,563 31,241

ガソリン使用
量の削減

ℓ 5,279 5,226 5,173 5,121

LPG使用量削
減

㎥ 12.8 12.8 12.8 12.8

二酸化炭素排
出量の削減

 
kg-CO2 196,030 194,070 192,109 190,149

％ 55.8 57.0 58.0 59.0

枚 5,000 4,950 4,900 4,850

地下水の削減 m3 261 261 261 261

グリーン購入 ①リスト作成と購入実施 品目数 実施 実施 実施 実施

製品・サービ
スへの環境配
慮

件数 0 0 0 0

*電力の排出係数は(株)ウエスト電力の0.407kg-CO2/kWh( H30年度調整後)を使用

化学物質の使用はありません。

　　2022年度は2021年度の実績から前述の中期計画の一部を改定して取組みました (2022年8月～2023年7月)

単位 部門
2021年度
実績値

2022年度
当初目標

2022年度
改定目標

2022年度
実績値

達成率(％) 評価

本社工場 40,194 31,277 40,556 37,594 108 〇

いすみヤード ― ― 実績把握 15,372 ― ―

ℓ 全社 46,015 31,046 46,405 48,864 95 △

ℓ 〃 56,615 31,241 57,136 35,700 160 ◎

ℓ 〃 4,698 5,121 4,745 5,128 93 ×

㎥ 本社工場 11.4 12,8 11.4 7.6 150 ◎

kg-CO2 全社 296,220 190,149 294,667 250,910 117 ◎

％ 本社工場 66.7 59.0 66.7 61.8 93 ×

枚 全社 5,000 4,850 5,000 5,000 100 〇

本社工場 233 261 233 267 87 ×

いすみヤード ― ― 実績把握 41 ― ―
進捗管理表による

実績評価
実施 実施 実施 実施 100 ○

件数 0 0 0 0 100 ○

電力の排出係数は東京電力エナジーパートナー(株)のR2年度調整後排出係数0.443kg-CO2/kWhを使用
*3は建設業ガイドラインに対する取り組み項目です。その他は全社活動で取り組んでいる項目です。
化学物質の使用はありませんでした。

 評価: ◎は110%以上達成、○は97～109%、△は95%～97%、×は95%以下の達成 

ℓ

重機に使用する軽油使用量につい
て、2019年度実績を毎年1%削減す
る。

年度目標

環境目標項目 達成手段等

営業に使用する商用車のガソリン使
用量について、2019年度実績を毎
年1%削減する。

①エコドライブの徹底
②車両に整備・点検実施

給湯用LPG使用量は2019年度実績
を維持する。

①無駄な使用をしない

電気、軽油、ガソリンの削減により、
二酸化炭素排出量の2019年度実績
を毎年1%削減する。

①電気、軽油、ガソリン使用量を
削減
②省エネ機器・車両の導入

処理設備や,照明等で使用する電気
使用量について、2019年度実績を
毎年1%削減する。

①照明、事務機器、空調の節電
②作業条件の標準化

軽油使用量の
削減

収集運搬車両に使用する軽油使用
量について、2019年度実績を毎年
1%削減する。 ①エコドライブの徹底

②車両の整備・点検
③収集車両選定とエコ車の導入

2019年度実績を維持する

解体工事時の苦情ゼロを継続する
①チェックリストによる点検実
施

取組項目

軽油使用量の削減　(車両)*3

廃棄物の削減

産廃再資源化比率は2019年度実績
を年1％向上する。

①分別処理の徹底

OA紙の2019年度実績を毎年1%削
減する。

①ペーパーレス、裏紙利用

2019年度実績を維持する ①節水の励行

[４] 2022年度環境経営目標の実績と評価　

軽油使用量の削減　(重機)*3

ガソリン使用量の削減

LPG使用量の削減

二酸化炭素排出量の削減

再資源化比率の向上*3

OA紙の削減

グリーン購入

製品・サービスへの
環境配慮*3

kWh電気使用量の削減

水使用量の削減 ㎥
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　　環境活動内容とその取り組みについて以下のように評価しました。

(*4は建設業ガイドラインに対する取り組みです)

推進責任者 部門等 活動の評価

5

4

伊丹(隆) いすみヤード 5

①エコドライブの徹底 5

4

③収集時の車両選定とエコ車両の導入 4

伊丹 〃 ①エコドライブの徹底 5

伊丹 本社工場 ①給湯器の無駄遣い排除 4

君塚 全社 ①処理前の選別作業の徹底 5

伊丹 〃 ①裏紙利用徹底 5

伊丹 〃 ①節水の励行
➁いすみは実績

把握
4

伊丹 〃 ①事務用品購入時に実施 5

伊丹 〃 5

                                                 5段階評価・・・5(申し分ない)、4(良くやっている)、3(ふつう)、2(やや不足)、1(不足)

[５]環境経営目標の取組結果とその評価並びに今後の取り組み

      (1)環境活動の達成状況

 ①電気使用量削減のテーマは108%の達成でした。前年比では106%の増加でした。

　　　金属リサイクルを優先した為に産廃処理量が減少したことが影響しました。

      いすみヤードでは電気使用量の実績を把握しました。

 ②軽油使用量削減のテーマの内、収集運搬車輌の使用量は95%の達成でした。前年比では68%と減少しました。

　　　金属リサイクルを優先した為に産廃収集量が減少したことが影響しました。

　　一方、重機の軽油使用量は160%の達成でした。前年比では91%と減少しました。

　　こちらも産廃処理量の減少が影響しました。

　　運搬車両と重機の軽油原単位は収集量と処理量の減少で目標未達成でした。

 ③ガソリン使用量削減のテーマは93%の達成でした。前年比で124%と増加しました。

　　営業車1台の増加が影響しました。次年度は今年度の実績から目標値を見直しします。

 ④二酸化炭素排出量削減のテーマは117%の達成でした。前年比では86%と減少しました。

　　前述のように、電気使用量と軽油使用量の減少が影響しました。

 ⑤廃棄物削減のテーマでOA紙の削減は100%の達成でした。社内用は裏紙使用を徹底しました。

　　産廃の再資源化は93%の達成でした。分別を徹底しましたが解体物件の内容により未達となりました。

 ⑥水使用量削減のテーマは87%の達成でした。本社・工場では地下水使用を止めて水道水へと変わりました。

　　いすみヤードでは実績を把握しました。

 ⑦グリーン購入は事務用品の購入で実施しました。

 ⑨環境配慮テーマでは解体工事時のトラブルゼロを継続しました。

      (2)環境経営計画実施の結果

環境教育、緊急時訓練、環境関連法令順守評価は計画どおり実施しました。

自覚教育ではエコニュースを発行し前年実績と今年度目標について説明しました。

又、 本年度も社員全員にポケットブックを配布し、本年度の私の目標を記載して貰い、全員が環境活動に取り組む

 ようにしました。

緊急時処置訓練は今年度は火災発生時の緊急事態対応訓練を実施しました。

地域環境活動では、周辺道路(バイパス)の法面除草を実施しました。地域の方々から感謝されました。

電気使用量の削減

主な実施内容

①照明、事務機器、空調の節電

②作業設備の作業条件の標準化
本社工場

①実績把握

再資源化率の向上*4

LPG使用量の削減

②車両の整備・点検実施全社

①解体工事時のクレーム・苦情
ゼロ件

取組項目

兵藤

OA紙の削減

水使用量の削減

グリーン購入

製品・サービス環境配慮*4

軽油使用量の削減*4
(収集運搬車両、重機)

吉田・伊丹

ガソリン使用量の削減
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   　　　　■　火災発見時の緊急事態対応訓練

   　➀プレス機から火災発生　　　　　　　　②直ちに社長に通報　　　　　　　　　　　　➂初期消火開始

   　　④飛散防止処置　　　　　　　　　　　　　　　　⑤社長に処置終了報告　　　　　　　　　　　　　　　　⑥訓練参加者

　　　　　■  地域環境活動の例
今年は会社近くの側道の法面除草を小型重機を用いて行いました。

　　　　　■  その他の活動地域環境活動の例
➀ 千葉県CO2CO2(コツコツ)スマート宣言事業所登録制度

に2017年9月に登録されました。

EA21活動を通して地球温暖化防止に積極的に取り組んで

行きたいと思います。

➁ ちばSDGsパートナー登録制度に昨年登録されました。

EA21活動を通してCO2削減や地域社会との連携等

に努めています。
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      (3)次年度以降の取り組み

　          2023年度は2022年度実績を基に新たに2023年度～2025年度中期環境目標を制定して活動します。

　　　　　　コロナ禍から脱却したものの経済情勢は未だ先行きが不透明な状況です。

　　　　　　当社では2022年度は金属リサイクルを最優先に取り組んだ結果、産廃収集量と処理量は減少しました。

　　　　　　しかし、産廃処理は地域経済の動脈でもあり、現状維持で当面取り組みたいと思います。

①　2023年度の環境経営目標 基準値

環境方針 単位
2022年度　　実

績
2023年度

目標
2024年度

目標
2025年度

目標

本社・工場 37,594 37,594 37,594 37,594

いすみヤード 15,372 15,372 15,372 15,372

全社 52,966 52,966 52,966 52,966

ℓ 48,864 48,864 48,864 48,864

ℓ/t(収集運搬量
+有価物量)

11.90 11.90 11.90 11.90

ℓ 34,516 34,516 34,516 34,516

ℓ/(産廃処理量
+有価物量)

8.70 8.70 8.70 8.70

LPG使用量の
削減

➀無駄な使用を

しない。
本社 ㎥ 11.4 11.4 11.4 11.4

本社 267 267 267 267

いすみヤード 41 41 41 41

製品・サービ
スへの環境配
慮

①チェックリス
トによる点検実
施

本社 件数 0 0 0 0

本社 t 964 964 964 964

本社 t 1,099 1,099 1,099 1,099

本社 t 3,142 3,142 3,142 3,142

本社 百万円 64 64 64 64

電力の排出係数は東京電力エナジーパートナー㈱のR2年度調整後の0,443kg-CO2/kWh　を使用。

化学物質の使用はありません。

　　　2023年度～2025年度中期環境経営目標の主なポイント

➀ 事業活動の産廃収集量・産廃処理量・解体工事売上・有価物仕入れは2022年度実績維持とする。

② 電気使用量は2022年度実績の維持とする。

➂ 収集運搬車両の軽油使用量は2022年度実績維持とする。又、重機用の軽油使用量も同様とする。

原単位目標も2022年度実績維持とし、2023年度からは重機の原単位についても目標管理する。

④ 社用車のガソリン使用量は2022年度実績維持とする。

➄ 二酸化炭素排出量目標値は2022年度実績維持とした。

その理由は、2022年度に新規にいすみヤードが加わったが2023年度以降は変わらずとした。

軽油及び産廃処理の電気は現状維持とし効率を上げてCO2排出の抑制に努めます。

➅ 廃棄物の削減は産廃再資源化率とOA紙使用量は2022年度実績維持とする。

➆ 水使用量は水道水の使用量とし2022年度実績維持とする。

⑧ グリーン購入はテーマから削除する。

⑨ 製品・サービスへの環境配慮は解体工事時の苦情ゼロを継続する。

年度目標

250,910 250,910

給湯用LOG使用量を2022年度実績
を維持する。

軽油使用量の
削減

収集運搬車両に使用する軽油使用
量について、2022年度(収集運搬量
+有価物量)当たりの原単位実績を
維持する。

重機に使用する軽油使用量につい
て、2022年度工事売上高+有価仕入
れ金額を合わせた金額当たりの原
単位実績を維持する。

ガソリン使用
量の削減

営業に使用する商用車のガソリン使
用量について、2022年度実績を維
持する。

①エコドライブの
徹底
②車両の整備・
点検
③低燃費車両の
導入

全社

全社

解体工事時の苦情ゼロを継続する

事業活動

産廃収集運搬量

産廃処理量

有価物量

解体工事売上金額

廃棄物の削減

産廃の再資源化比率を2022年度実
績を維持する。

％

OA紙の2022年度実績を維持する。

5,128

250,910

66.7

5,000
①ペーパーレ
ス、裏紙利用

本社

①分別処理の徹底 本社

①電気、軽油、ガ
ソリン使用量を削
減
②省エネ機器・車
両の導入

全社

①エコドライブの
徹底

②低燃費車両の
導入

全社

枚 5,000 5,000 5,000

250,910

ℓ 5,128 5,128 5,128

66.7 66.7 66.7

ｋWｈ

水道水の削減 2022年度実績を維持する ①節水の励行 m
3

二酸化炭素排
出量の削減

電気、軽油、ガソリンの削減により、
2022年度二酸化炭素排出量を維持
する。

  kg-CO2

環境目標項目 達成手段等

電気使用量の
削減

処理設備や,照明等で使用する電気
使用量について、2022年度実績を
維持する。

①照明、事務機
器、空調の節電
②事務機器、空
調機器の更新
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②　2023年度～2025年度の環境経営計画

　　前年までの環境経営計画を踏襲します。
推進責任者 部門

兵頭 本社・工場 ①照明・事務機器・空調の節電

伊丹(隆) いすみヤード ②取扱い機器の作業条件の標準化

吉田 本社・工場 ①エコドライブの徹底

伊丹(隆) いすみヤード ②車両の整備・点検の励行

③収集時及び工事時の車両・重機の適正な選定

④エコ車両・重機への切り替え

伊丹 全社 ①エコドライブの徹底

伊丹 〃 ①給湯器の無駄遣い排除

伊丹 〃 ①分別の徹底

君塚 本社・工場 ①処理前の選別作業の徹底

伊丹 全社 ①ペーパーレス推進

②裏紙利用徹底

伊丹 本社・工場 ①節水の励行

伊丹(隆) いすみヤード 〃

伊丹 全社 ①チェックリストによる点検と実施

[６]環境関連法規への違反、訴訟の有無
　　　　１）当社に適用される主な環境関連法規

　　　　２）環境関連訴訟等の有無

また、近隣からの苦情もありませんでした。

[７]代表者による全体総評と見直し・指示
2023年9月22日(金)午後1時より1F応接室にて社長、取締役出席の下開催しました。

➀ 2022年度活動の評価

2022年度環境経営目標値は2021年度実績から当初計画を改定して取り組みました。

結果としては、金属リサイクルを優先した結果、産廃受入量と産廃処分量は減少しました。

請負解体工事についても大きな変化はありませんでした。

しかし、有価物については、いすみヤードの開設もあり仕入れと売上げでは大幅に増加しました。

その結果、電気使用量、車輌の軽油使用量は前年度使用量より減少し、CO2排出量も昨年より減少しました。

廃棄物削減はOA紙の削減は裏紙利用で前年と同量で済みました。

産廃の再資源化率は分別を徹底しましたが、廃棄するものが多い物件に当たり未達成となりました。

水使用については本社・工場は1月から水道水が引かれたので水道水のみと変更しました。

目標は前年地下水量維持としたが、作業着の洗濯等で目標未達成となりました。いすみヤードでは実績を把握しました。

グリーン購入は事務用品の購入で実施しました。

又、製品・サービスへの環境配慮では解体工事時の苦情ゼロ件を継続しました。

➁ 指示内容

(1)2023年度以降は新たに2025年度迄の中期環境経営目標を定めて取り組みます。

  しかし、コロナ終息後の経済見通しが不透明であり、当社も金属リサイクルに重点を移したこともあり、産廃収集量と

 産廃処理量については当面は現状維持とします。電気・軽油・ガソリンの使用量についても現状維持としながら

 都度改善を図っていきます。

(2)環境方針は変更は有りません。

(3)環境経営システムにも変更はありません。

主な取組み内容

ガソリン使用量の削減

自社廃棄物の削減

軽油使用量の削減

LPG使用量の削減

水の削減(水道水、地下水)

項目

電気使用量の削減

環境配慮(解体工事時の苦情ゼロ継続)

　　・産廃の再資源率向上

　　・OA紙の削減

環境関連法規の遵守状況は、2023年8月に評価したところ法規制等の違反はありませんでした。

関係当局から過去3年間にわたって違反の指摘や訴訟はありませんでした。

廃棄物処理法、騒音規制法、振動規制法、自動車排気ガスNOx法、建設リサイクル法、建築業法、浄化槽法

水質汚濁防止法、労働安全衛生法、消防法、道路交通法、計量法、高圧ガス保安法、フロン排出抑制法、

千葉県環境保全条例、勝浦市環境保全条例などです。
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